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〔巻頭コ 恩師の言葉から
囲碁には定石がある。柔道や剣道にも型がある。定石
や型は，実戦から生まれた攻防に関する最善の規範であ
り，これを修得することが，それぞれの領野の奥儀に達
する早道であることはいうまでもない。それでは筆者が
専攻している脳解剖の研究に，このような定石があるか
ということであるが，実はよく分らない。多分，無いと
いったほうがよさそうである。しかし，たとえ定石に遠
いとしても，経験から割り出されたいくつかの貴重な教
訓があることは確である。筆者が金沢大から東大の脳研
究所に入門し，そこで，恩師小川鼎三先生から教えていた
だいた言葉の中からー・二を紹介してみたい。
そのひとつは「われわれが読むべき真の本は標本であ
って，いわゆる文献や教科書の類ではない。文献や教科
書は， 実は誤りの記録にすぎないのだ。」ということで
ある。これは文献や教科書を読んではいけないというこ
とではなく，むしろ読むべきであろう。問題は，それら
にとらはれて正しいものを見失ってはならないというこ
とである。換言すれば，標本はあたかも鏡のようなもの
で，実力の有る人が見れば有るように，無い人が見れば
無いように映ってくる。そこで初心者にとって，標本を
マスターするということは必ずしも容易で、なく，つい，
手っ取り早く，他人がまとめた知識に頼りがちになる
が，たとえ，それが大家の記載であっても，いつも正し
いと信じ込み過ぎてはならないのである。小川先生はそ
れについて「大家は尊敬に価する。しかし，どのような
大家でも誤りを犯していない人はない。大家の前にでて
自分の所見がぐらつくようでは立派な研究者になれな
い。」ということを付け加えられている。
つぎの教訓は「所見を大切にし，それ以上のことを述
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べではならない。Jということである。論文には所見と，
その方面における従来の研究との関係ないし意義付けに
関した考案が記載される。小川先生の言を，この考案を
するなというように速断してもらっては因る。筆者は，
かつてある生理学者と，日本人と外国人とが書く論文の
違いはどこにあるだろうかということを話合い，日本人
の論文にもはなはだ優れたものもあるが，概して考案，
特に所見の意義付けがうまくないということで一致し
た。先生の言は先入感にとらわれて所見が曲げられた
り，所見に裏付けられていない想像的な考察に終始する
ことを戒められたのである。
教訓の中からもうひとつ選んでみよう。それは敗戦に
よって打ちひしがれた日本人に自信と誇りを抱かせるよ
うになった「羅生門」という題名の映画が，例として用
いられている。「その映画の舞台は竹やぶである。また
登場人物の着ているものもぼろで，金がかかっていると
はとても思えない。しかし，多額の製作費を使用した外
国映画を抑えて国際映画大賞を受けている。研究もそれ
と同じで，金さえかければ立派な研究ができると思った
ら，とんでもない誤りだ。」ということだ。これは終
戦後間も無い時のことで，教室の会計が全く貧しく，つ
い，われわれ若輩が「研究費さえあれば」と愚痴ぽくな
っている時にいわれたことである。概して言葉などとい
うものは，それを実践した人が述べてこそ価値あるもの
といえる。したがって筆者などには，まだ述べる資格が
無い。しかし，小川先生は，すでに赤核に関する研究し
ておられー後にこれによって学士院賞を受けられたー，
まさにそれを述べるにふさわしい方であったことを付記
させてもらいたい。
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